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林 匡 夫 ・ 江 因 茂

NOTES ON THIi DiSTRIBUT[ON OF CE RAMBYC[DAE (3 )
By MASA0 HAYAs1-II ,& Sit「G」ERU I D、.

今回は筆者の一人江田が林に調査を依頼'_, た多数の標本中, 日本及其の近3聽者地
方に於て從來未記 と思はれるものを等種發見したので, 他に二三の興味ある種に
就いての記事をも含め, 第三報とする'こととした. .

1) Megopis (Aegosoma) nipponica MATSUSH【TA l・ゲウスバカ ミキリ
Tn:ns. Nat. Hist. S:,c. Formosa, XXIV (135) , p 531, figs. 1a, 2a, (1934)
OHKUB0 & WADA; Akit,u, I (3) , p lot, (1931)

本種は四國 ( t佐大 村) よりl931年8 月l l 日川島節氏により採集された一」H基に
よって記i表されたもので, 其他の記録としては, 其後大久保・ 和田兩氏が同じく土
佐の国ノロ付より1935年8 月10日永野幸男氏探集の1 頭 (雌雄o別其他の記,ll定を缺
く ) を舉げられたに過き'す一, 原記 によれは' Type の l雌i:t觸角を一部切損したも
ので, 且雄ft来知である. 筆者等は幸0, 九州にて得られた本題の完全なる1難雄各-
1頭の願本を所藏するの'で, 原記破を補JI_, -Jし州を新分布地とレ'1;記 する . ,

雌との相違點 難に比し, 体長に對する頭部及前胸の占める割合が大きい. 即ち
頭部, 前a的聞總の夫?:・の長さを測定すると雄の場合は6:6 : 27 となり, 同じく ll集
は4 :5 :,27 を示す (單位mm). 頭部,  爾角及做は暗赤褐色, 翅 は汚資色, 体下は

帶福資色を 'さする, 觸角 は發達し, 期面は明かに凹む. 觸角は体と んど等長,

※ ( -) 及(二:) は昆a世界48 (5t;7), pp. 126-129, (1944); 49 (569), pp 27-30, (1945)
に夫 林々が伊置正n氏と共着で表表・

,
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第 1乃至3節は頭文,第4節以下は稍?・-細く明るい色彩を_? し, 全面に11最i,bてfellに觀
粒 點刻を散布する. 第1節は太くその中央部にて複限後綠を越す. 第3節は甚だ長
< 第l節の略?:・3倍, 第4節は第1節と等しく , 以後の各節は漸次短縮する. 前胸は側
面に難より屈曲JX'の大なる弓型龍骨 ;囓ｲ起あり , 前後 側突起はより 咊・ﾅ
背面基部前方の小壓平部はよ り明鍍に存する. 翅輔は末端に向l:JI,・, 漸次 められる・

尾節板後線中央はより. 大きく孤7状にえく' られる. 体長:39 mm・
Allotype: l male, Shjroyama, ] oshima, Kytlsyu; Augult 10tl1, 1942. (n. (鑛 ｾ
雌の記續追加 關角は一般に細く形造られ翅華ii先端よ' り 長の.%附近にiX 'する

-  第4節は第 l 節より長く , 第3節の 'fよりも短い. 第5 節以下は漸次短くなる. 体
長 : 36 ulm.

Paratype: l 「cmale, Kagoshima, Kyusyu, July 20th, 1940 (n dist )
Typeの体長 (32 mm. ) に比し何れも大形であるが, これは個体的な装異に過ぎ
ぬものと考へ.られ9、. 1猪 {観は目下の處,  極めて稀少の題で且原産地四 及九州
於ても南部以外からは恐らく發見は至難ではないかと・'9、はれる.
2) Peithona prionoideS GAHAN 二ニセ ノコギリハナカ ミキリ

Fauna l;rit India, Col. I, p 72, fig 27, (1906) : K、N0; Trans. Nat. Hist. Soc.
.Formclsa, XVI (88), p 57,(1927) : TAMANUK「; Fauna Nipponica, X, V「II,(XIV)

- Ceramb., 1, p 61, fig 22, (1939) .
本極使シツキムよりの 0BERTHUIi の 集品中のll能1 難穂本により記故され,
・fli:1通よりは同じく 1 雌,:よって鹿野由雄氏が初めて記録したもので, 其後新しい記
録を全く缺くハナカミキリ離れのした天牛であるが林の許に以前より所 し, 今回

の調査で江田の標本中にも見出された本極は何れも等しく原記較と多少異る形態を
有して るが, 明かに来知の雄と認められるので, 難との相遊點を記し, 記 P、して
置く .
雌との相遊點 觸角 はより‘ﾇ,  く隆起し,  ために観面の傾 はより急角度を_ iす
る. 觸f9は甚だ長く第7節の略 中央にて翅端を越え, 体長J)約2倍長. 第1 節は太

く , '長く , 第3節と んど等しく , 第3節は第4節と等長であり第5節よりも短く, 第
5 .6 節は長さ等し; く , 第7節.より少しく短く , 第7 10節は略 等しく , 末端節は

細長, 第10部の1,' 1_ 達し且lai曲する. 前胸背板は稍 長く ,  中央僅か前方の側

線に い刺 突起を有し, 先端は少しく上反する. 小楯板は短く, 端部兩測の角張

る舌 を品する. 翅?iは側線 んど平行, 後方は かに狭まる. 1度は細型であるが
腿節は基部より漸次肥大し, 端部前方は最も い. 体長 : 25~28・5 mm・

paratypes : 1 male, fokuzanko no‘ar .Her l, Central Formo1sa, June l i th, 1938, in
M. flayoshi's  col l ; Im:ate,  Herl,  C.  Formosa,  June  12th , l940, .Collected  by  Mr
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Tchen. in S. Eda's coff.

3) Kamuia bima_ lata MATSUSI-「I:TA フタ モンウスハネカ ミキリ

Joum・ Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ; XXXIV (2) , p 240, pl r, fig 3, (1933)
本種は村山釀造博士が台湾 (詳細なる探集地の記戦を缺く) より1932年6 月,  タ
プノキ (イ只グス)  Ma,ehilus l1lunbergii S「EBO「 i) et ZU(:cAisiNI から採集され
た1雄により記破されたもので, 細長く, 特に翅總が長く, 基部の巾の3倍に越し,
兩側は んど平行で, 、翅端は丸く , ,体は赤色を蒂びた暗褐色で, 觸角, 前胸, 翅鞘・
及び細長い陵は淡黄色半透明を:基 し, , 搦ｲ中央に黑褐色の1  横帶を有する種で 

が, 手許の個体はHerlに於て1942fド7月l l 日に採集されたも.ので, 原記横の如く,
前胸は頭部及び体下に比し色影はより淡色を是 しな、.,r、'で /vど同様であ り 且大型

(体長: l8mm. Typoは15 m】:ri ) である點で相違する.
4) Leon tium viride THOMSON ミ ドリカ ミキリ

S t. Clenmb., p. 175, (1864)
本種は日本では続めて普通の極に屬し, 金綠色に郎く個体が多いが, 時に青綠色
を・基する場合も認められる.  今回北部朝鮮より採集された1 個体を検したが, 形態
的には全く 日本産のものと區別出來ないが, '唯 翻7) 色 が基部より通端・こかけ漸
次金綠一金青 紫金色の順に變化する美しい個体であった. 台灣には特化したと考
へられる,  金赤色の線取を有する Leontium bicolor KAt?() を産する力-,  本種と-
しては從來朝解よりは来知のものであった.

Locality ; Fusenk(ogeu, No,・th Corea, :May 2gth, 1ga, 1 」ix. in S. Ecla'・l 0011. (n
di5t.) 、

5) Saperda tetrastigma BATj' ムネモ ンヤツポ シカ ミ キ リ

Ann. Mag. Nat. Hist.l (5) IV, p. 466, (1876) (Japan) ; Joum. Linn. Soc. London,
Z、ct., XV[I[, p2-)i, (1884)(Hokkaido) : MATSU1;;H「TA; Journ. Fac. Agr. Hokkai- .
do Irnp. Univ., XXXIV (2), p. 4()3, (1933); Ins. Mats., X[I (2/3) , p ie6, (1933)
(Shilcoku) : 0IfBAY SHI ; Ins World,'48 (563) , p 8, (19.i4) : M[TON0 ; Cat.

(01. ,fapon. pars 8, 94, Ceramb., p 202, (1940) :0MKUll0 & WA]:)A ; Akitsu, I (3),
p. 163, (1939)
、=yezOana MA「SUSm TA; loo. cit., p 405, pl. V, fig 7, (Cagosima) (1933) :
SEKT; [ns. 、VorId, XXXIX (451) , p 20, (1935) ; 国nt. Wor'd, IV (28) , p. 20,
(19 ); Ins. World, 50 (572), p 21,(1946) (Kyu u) : H「RAYAMA; Gensyoku-Kochu-
r.uft1, pl 48, fig 2a, p. 153 (1 ) : MITON0; 1. c., p 204, (1940)

本藍はW. W・ SAUNDERSのCollection中より日本産として記ll表された種で,
松下.眞幸「専:士(1933) ,が, 北海道よりCagosima yezoanaとして記Ill定され, 後l938
年自ら本種のSynonymとされたものであるが,  水戸野武夫氏及關公 氏はこの兩

/
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種を一應別種として取扱って居られる. 筆者等は.KのS tot的stigma のType を檢
し得す,且記ll表 を:検討しても確たる相逮を發見出來ない以上, 後種の原記職者たる松

、
1

下1191士に從 一應兩種を同種として取扱って置く態度を取りたいと思ふ. 筆者等は
台灣産の本種を検した力、, 形態及体の鹿絞の形 , 位置等は全く異らす,, 唯色彩は
著しく種資色を帶びる點が相違するに過き' な、r、.

、 Locality; 1 fema!e Shishito, T‘titylt, Formosa, June lo th, l940 col lected l,y
Mr. Tchen, in S. :Eda's Coll. (n、di9t .) 、

6)  Cage意ima sar、guinolenta TIi(、MSON ハンノキカミキリの色移變:異
( l)

, 江時・ 堀・ ill松三 著原色日 l裁圖識・に圖示された本1題は, 解説1のiaiり普通に
見受る・個体と異り, 翅報機合繰部J)赤色縱帶を んど缺いてゐるものであるが, こ

- (2)
の傾向を有するものの採.集l列 としては西口進一郎氏 (1941) が大分縣直入那部野付
大船山より記録されてゐる. .九州にはこの價向の個体は割合に採集されて i? るらし
v、が, 1林は更に鳥取縣氣高那正條村游見産, l942年6 月l7 日採集の標本を所 する

、 ので,、.本州にも'分布してb ることを記路し, 其上通?の黑色部が殆んどnil・赤色を
- Kする鹿兒島縣始 霧島山産, l940年7月12 日及びl941年7 月30 日夫 採々集の2個

, 体を有して ることも併せて1111して置く.  本屬名は Type Locantyたる鹿兒島を紀
念して附されたものであるが, その Type Locality附近に原極より選つたもの i多
v、のは興味深い.
7)  Tbranius variegata BATt トラフホソパ.,;iカミキリの變異

(a)
本種は既に原著者BATES ( l873) がOi名ともし,  記 ill定中に指摘した様に,  翅軸の
黄福色第1帶 (又は前帶) の極めて不規則に變化するばかりでなく , .第2特も壊化多
く , ,英他体各部の・色 も極めで變化に富む外, 体長も相営の巾を有してゐる様であ

/

る. 翅?iの斑1t11t r?a番色f?するに從 , BAT」ES (】co. cit・, p. l96) の ''a bictlspi(l black
.Spot” と形容した眉部の認紋力漸次擴大して, 第1第2帶間の黑色部と連續し,  遼に
小t后'板側方に細い資褐色縱帶を殘 t 'に達し (a; l確, July 13th, 1039: l」,; l雄,
July ;26th, l940北海道札幌丸l ll産) , 又第2帶も側綠より縫合線に向 漸次消失

し, 可成進んだものでは般合線ﾖ ,に微小な黄褐色紋を殘す程度となり  (1  雌,  July
1942:  June 25th, l944, 福岡縣企救部1福'昌'山,   天野昌次氏探集),  遂に全く之を

缺く (a, b) に至る; 又 在迄に検した,  前述と反對.の簡向を有するも-のとしては
肩部の黑鹿が漸次縮少し且黑色のもの力一淡色化する一ことが認められる( 1 雄, 探集
日付不明, 和歌山縣伊都那高野山産) が, この第2 帶は同時に擴大せ-j二端々 普通の

等' 、 ・

/
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p. 301, pl . 136, 529 -1, (19 )
西口過一郎; 九州 a學會々 報, l (1). p・42, (1941) ・
BAT , H. W; Ann. Mag. Nat. 1-fl・t., 4, XI「, p. 196, (1873)
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割合を示し, 前者の變化とあまり開f書)はない. 觸角の色は原記較によれば''nlddy
t)的,wn”とのみ記し-cゐるが鹿野患雄氏 (1932),は ''reddis1、l)rown, wit]' the fiNt t、ve
or three joiut・l・ infuscated'' と述べ, 松下眞幸博 (l933)は札幌産のものに“Fiihle「-
、

. . (3)
gueder 8 unci 9 bla、sgelb gcfarbt”なるを認めて言't F-,  fill' ,田氏 ( l988)  も ' '柄節及梗
節は1111褐色, 第3節以下は第8 ・9兩節鮮黄色なるを除きn商資褐色”と記したが, 其他
種・t に變化し全く;tｻ.色を基するものも る(a) ・  波も極4・變化に富み全、  黄褐色
ものから全く黑色のもの迄ある力、, ・ (b) は座'll節の基半n言色である を除き他は全く

色を. iする.  現在迄本種に就き記した BA , 鹿野, .幅田, 平山(1941 )の諸氏は
皆難を以てしたもので, n能松 ('33)国f士が体長に就き大きな例として (雄,21mm・)
と述べられたに過ぎす-, 雄の形態的差異.・二就き記l成を:缺いてal:) る. 筆'iiPf等の検した
處では照と次の點で相迷する. '

体は小さく, .細く , 觸角は翅端陸か前方に迄達する. iは細く, 維合線側に於

いても小楯板ｸi、4  後方に於てより振くぇく'  られる・  一般に難より ll'' :化の傾、向が多い・
(5)

松田氏 ) の述べた黑化型,:3:恐らく雄ではないかと・挈はれる
体長: 雄, 11~13mm. (資際檢した数値のみ).
″ ; 難, 18~21mm. ( ″ ). _

、 1) KANO, T; Kontyu, VII (3)'・ , p.1a2,  (T. sapporensis KA 0) (1932)
2) MATsUslIITA, M; Joum. Fac. Agr. Hokkaido Imp. only., XXXIV(2), p225,

(1933)
3) 顧国 影; 日本の甲a, I (2) , p 97, f. (1938)
4) 平山修次郎; aの世界,4 (7/8) , p・3, pl・11, f・7, (・1911)
5)  松国勝發; 」il a世界,50 (574), p・29, (1946)
通記 本構1Rf高後大林一夫氏が標本中に四国石組 (VI II - 8,40, M. TAMAOKI氏採
集、, のトケ' ウスパカミ キ、Jを所報 されてa:)るとぃふメモを發見したので 地の一つと し

てここに追加して置く・

一r
-

,

キイロミヤマカミキリ中部本州に産す ,

中 根 彦
・

Margites fulvidus(PASG0.E) キ,イロミヤマi:;ミキ11は平山氏の画譜, 本J目野氏の日
録によれは' , 支那, 表 , 九州に分布するが, 平手雅二氏が名古屋帝大理學部生物事敎室
に寄贈された標本申に同氏が愛知解定光寺に於て採集 (28-V 「, 1912) された1 頭があっ
たので新分布として報告する. 寄贈きれた平字氏に御 中し上げる・

、
.
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東北 方の天牛類 ( - )  ・

林 匡 夫

ON THE LONGICORN_FAUNA OF TC;HOKU DISTR. (1)
By MAsA0 HAYASIII

本題の下に今後報告す る翻は主と して現在會津若松市に在使の黑揮良彦氏の好意によ り 同氏

の操集品を検し得たものを基礎とするものであることを明らかにして,   ここに同氏に紹大なる
( l )

を表する. 東北地方の本類についての報告中まとまったものとしては加藤武夫 (1936) 竹
( ) (? )

内識一 (1939) 及び黑 真彦 (1912) 03 氏のものがあり.  前2 著は既出の 記録がまとめら

れてaoて便利である・が一般に岩手及山形の-- ,部に限られ, ii31難翻の種名中には再検討を要する
ものもあり, 且表開拓の地も多く今後の調査に待つ麗が多い・  同地方の諸資の御研究を期待す
る 第である.
1. Lemula decipiens BAT its (1884) キパーi・一セ '、ムシハナカ ミキ リ

(4 )

多數の本地方の標41、'_を檢すると先に筆者 (1944) の記した如く吾要山雄流揮 (海拔6110m)
(V「一11'a ) 標本と同様全部BAT の “elytris tut、'is'' ならず理縮は帶黄赤褐色 yel lovish

ochraceous を品する. 流 ではァキク' ミ Elaeagnus umbeIlata THUNBF・R(i' の花上より

Pidonia (Pseudopidonia) amentata, P. (P) signifera f., Grammoptera chary-
becta 等の花 牛と同時に採集され, 山形藤では爾爲縣同様明下旬より6月初めにかけ最も多
く班生し, 山形市1?近ではウハミー:,l:サ'クラ P - nus Grayana MAX「、「OV「l、Zの花上に RC-
maeops (Dinoptera) minutaに混じ班見され,るといふ. 願島解北會離那奴国山' ( V -2), '
47 ), 同吹矢山 (V[ -5, ' i7), 同東ei・津那門国村大字面ll「字1零 (V -24, '46)・

I a. Lemula decipiens BATES al .  ru能borax (P「C) (1901) (1,?,ックニセハムシハ
ナカミキ1J )
門因付 ( V - 24, ' i6) . 本個1還は-ス.ミ Malus Tor inao S「 l1110LD の花上にて得られ, 筆者

( ' i4) の1基,げた京都府資船ll l産の標本より更に濃色である・
2. Lemula nishim」rai SI-KI (1944) アーl:1イロニセハムシハナカミキ、J 〔 L hiratai

E AYASH I (1944)〕
蘭馬縣北會津那東山対背灸山 (820m) ( V - 23 ' 47), 吹知 ( V - 30.' 47). 廚, 山及

京都府貴船山の外本種が東北より發見されたことは興味深 ( 吹矢山の1 雄 は花上で, 二fl ?山の
1 難 は立木の幹で得られて る .

3. RCmaeops (Dinoptera) minuta ((j l BLER) (1832) ヒ ナル 、J ハ ナカ ミ キ、l

(1) 加 武 ;, 岩手最 時報, Vol, I , No t, PP 5 -11, (1936)
(2)  行内;設一; 岩手 甲a港 (第一卷) , Pl 76 -95, (1939)
(3) 黑 良彦 ; 見 界,Vol. X, No lO6, l ' l '. 779 -79二l, (1942)
(4) 林 医夫 ; 關西是 學e'・會報, Vol. XIV, Pt. 1, P 2), (1944)

l '
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國山(v-25, 'i7), 吹矢山( V(lj)30, V 「一5, 'i7 ), 門国村( V-24, '・i6)・ 本種背面の色 t

明かに2型を め得る. 1 は玉貢光一氏 (1939) の配 されたll' 'J色と形容き;tしるもの, 他は暗

線色を品するものであるがこの2 型は雄雌を通じ各地 に廣く共通して・ 翻められる機子である・
所開 f. japonica Pfc (1907) は雄 部末端, 度面a;夫々 f[:護l色を するものであるが検

したものの内未端2-3節賀一褐のものもあり既に大林一夫氏(1942、1 もこの變化の連 f べきを
き 指摘されて居りii_一般に原極と混じ發見されても居るし formとして度別する程の義化ではな
いと患ふ・ -

4. Leptura (s. str. ) variicomis igai TAMANUKI (1942) イカ'プチヒケー・、ナカ

ミ キ lJ

山形標西置腸那南小明村 ' L山大 尾根 ( V II I - 8, ' 43) 2雄.1(
本亜秘は伊賀正汎氏の和歐山解高野山産の2 雌によって玉 光一氏のＢ載きれたもので相連

製lとしては“随はより大型で前関背板に搬毛なく且點 く赤色又は暗赤色で前後兩機のみ黑

色を品する” 點を '? られてa::, るが. 上配の標本中 記載にふれられ、なかった雄は前関全く'黑
く徴'毛を生じ且後脛師が著L ( fifi平且轉的して る點で更に原翻と:番11相述する・  雌は玉重氏、、
の記破に略々一敦する. 更に筆者は多數の標本中より上述の特微を有する雄標本を探査した結
呆岩手 區境 産の外長 野願山国温泉等のものを邀見したがいずれも原産地附近産 ' ( 高野山,
庫壇・山, 大台 '原) のものとは稍・小型であり多0趣を異にするので更に材料を求め研.究中で

.
あるが・ｽ、くと t開公一

8

1946) のとられた如く igai を fo:rmに過ぎないものとずる考へ方
には反對で 種として分つに充分であると思ふ.   本地方の ものは般密な意味では i9ai  でも
var iicomisでもな ( その中間に位置するが原秘よりは選かに igaiに く i9aiの定義を雄の
特紐をも加へ改めて規定する に含めてもよい程度のものと.將はれるので一應上富aの如く記
餘して置く・  、

. 5. Strangal ia (s.str. ) regalis 1lATliS (1884) - '、 ョ ツ フーチーハナカ ミ キ 、lJ

東北では稀の様で 氏 ( '42 ) が二并宿 で基本型唯1 頭を配像きれたが最 酒島解北會律

那東山村湯本 ( V「l - u , ' i7 ) で得られた旨通知があったに留る様である・ ‘

6. Strangal ia (s. str. ) duodecemguttata (FABRIC「【.fS) (1801) キンモンハナ i:1
ミ キ 、J

岩手 區整ll中 ( V1 -30 '44)・ 江国茂氏所i資・
7. Rsemium striatum japonicum MATSUSHITA(1933) ・:,i、lt、マルクヒ' ヒラ 力

ミキ1J (本州亜種)
本 は原裁 とは“觸角がより長 ( , 雄では迅職の中央に達し,  且地 も又より長く1農部巾
の2? 借に達し, 前関の理i刻は明かに顧粒状を.最せず幾分般 をなし ( ?種の觸角は理輔中央に
達せず, 理的は肩部巾の 2借にとどまり, 前的の點刻は頒業 ) , 'l通は黑色地 は 色を是し

(5) 玉:買光一 ; 日本動物分類, 天牛科1・ 細天牛亜科, オE天牛亜科, P i le, (1939)
(6)大林一夫; 見遇世界. Vol.46, No538, Pit -12, e1942)
(7) 玉買光一 ; 日本動物発・類, 天牛科 2.花 牛亜科, P 93, 1''. ll9, (1942)
(8) 開公一- ; 新日本産天牛科、目 , P 2-), (1946)
(9) ifi く精果願の理定・
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l l上面は全く光澤を快' く '' の證點で區別きれたもので 地は日光, 岩手, 秩父である・ 筆着

は上記特徴に一我する長野無輕并澤 (ViI -22, ' 39, 長谷川仁氏採集) , 山形際南置陽部書要
山(VI -20,'43, 黑澤氏探集) 及び岩手際盛岡市(V「I, '36, 武国宗夫氏採集) 選の3雌を所 ,

蔵するが, 又奴因山 (V - 21, '46, V -1:5, '47) の1:難 2雌は理館が黑褐 至黑色を皇する外

上面の光1華 を有するもの多く特に1難の理 は 部巾の2%借に達するにすぎない・  しかL他
の點では略 一致し且本屬のものはョーロツパ,  シべ'9 ヤを通じ 各部の色彩 異が多く記

されて るので上記亜題に含めて優く. 原fillはョーロツパ, a一カサス, シへ、Jヤ, ?洲・ 棒太を 、

1
總て北海遇二追分布するものとされてa::, るので今後東北の諸'高山における探究が期待される・

8. C!ytus yedoensis KANO(1933) トゥキー、' ウトラカミ キ iJ -

本種は1 雌にて配般以來全 ( 記難を き原産地東京以外には知られなかったが今回次矢山

(V-30, '47) より黑.ﾚi氏 iこより演見されたことは非常に興味深いし採集者たる同氏の功資は
大なるものがあると器ふ・

9. EpicIytus yokoyamai (1,1: 0 ) (1933) ョ コヤマ トラカ ミキ、J

次矢山 ( V - 30, '_47) . 、、

一 一

10. Rhaphumll xenisca ('BATES) (1884) ホ、' ト ラカ ミキ、J

秋国縣仙北部国・ V湖時 (V[I I -8,  '35,  干葉久氏採集)  ・ (この項積く )

ar 報 第 一 卷 日 次 ・
一 一 .月澤'  信l義 序 文

- 大倉 正文 大阪附近産アプコ' ミムシ に就いて

林 匡 夫 Eupogonius tenuicornis BATES九州に産す
後藤 光男 京阪神地方に於ける斑董相に就いて
大澤 省三 甲遇類の異常個禮二例
近識甲iヨi同好會會則, 投稿規定, 會員 集

'a 報 第二卷 日次
黑1等 良彦 Aglirus cyaneoniger n SAUND1'IRS ( クロナ

力' タマム;/ ) の分布に就いて
後藤 光男 キンケトラカミキリを能勢に探る
国集三真l l Cicinderaovipennis BET.ESの多産地

,   .中根 :猛彦 日本産 PsilocladuS のホ ルに就て

- シワナカ'キマ '、リの學名
東 .磁? 公 甲赴2組の觸角時型に就いて
伊賀 正況 四l到劍山に於ける吉丁虫相に就いて

.              大澤 省三 コウヤホソハナカ ミ :t リ の 及び整異に就いて
良彦 ・ 伊賀正汎 青 虫雜記 (1)

、.   黑澤 良 本州未記 の花天牛一種に就いて l

. 中標 猛彦 チュウヂョウハナカミキリ九州に産す
一 ウスチャジ'ヤウカイの學名 .

,               訂正一件, 原描, :短部募集● 會費の について

林 匯夫 ・ 江国 茂 ' 分布資料 (三)
中根 彦 キイロミヤマ カミキ、J中部本州に産す
林 医 夫 東北地方の天牛類 ( - )
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